
 

 

 

  2018 

松戸市立八ケ崎小学校 

４年 セストボール 



セストボールは・・・ 

・カゴのようなゴールへパスだけでボールを運びながら得点を競い 

合う、攻守が入り交じったゲーム。 

・攻撃側は、ゴール裏を含めた３６０度の空間からシュートをする 

ことができる。 

 

児童からみると・・・ 

・手でボールの操作ができる。 

・ドリブルをしないでゲームを進める。 

・３６０度どこからでもシュートができる。 

しかし…  

・ボールが上手く扱えない。  

・どこへどのように動いたらよいかわからない。 

 

 

 
本校では・・・ 

☆簡単な役割を決めて，たくさん点をとることが 

できるようにする。 

学習カード 教材 

学習課程 課題設定 

親しみやすい 

苦手意識に 

繋がってしまう 



《規則》 

☆始めから提示する規則⇒シンプルなものにする。 
・３対３。   

・６分（３セット制，２分ごとに選手交代）。 

・ゴールのある円には，誰も入ってはいけない。   

・攻撃は，パスとシュートのみで進める。 

・ボールを持っている時，移動してはいけない。   

・シュートが入ったら１点とする。 

・相手との接触プレーは，禁止とする。 

・ボールを持っている人からボールを奪ってはいけない（パスカット可）。 

・ボールが外に出たら，サイドラインから再スタートする。 

・シュートを入れられたら，センターラインから再スタートする 

（シュートがリングに当てられた時は，プレーを中断しない）。 
 

★追加の可能性がある規則 

⇒児童の困り感・必要感に応じて，教師が提案・追加する。 

児童の困り感 追加のルール 個人やチームのメリット 

・なかなかシュートが入らな

い。 

・入る自信がないから、シュ

ートができない。 

・シュートが入る，もしくは， 

ゴールのリング（フラフー

プ）に当たったら，帽子を赤

にする。 

・ゴールが狙えるときに積極

的にシュートするようにな

る。 

・もっとたくさん得点したい。 

・いつも同じ人ばかりが、得

点している。 

・チームの全員の帽子を赤に

することができたら，ボー

ナス５点とする。 

・チームの全員がシュートで 

きるよう、味方にパスを回す

ようになる。 

・敵が目の前にいて、なかな 

かパスができない。 

・ボールを持っている人から

１m程度離れて守備をする。 

 

・相手が近くに来ないので、

パスの状況判断が易しくな

る。 

・ディフェンスが味方をマー

クしていて、パスができな

い。 

・シュートを決めたら，控え 

の味方にハイタッチをして

得点板の得点をめくってか

らゲームに入る。 

・数的有利な状況になり、攻

撃しやすくなる。 

※単元前半で規則を工夫し，単元後半で「簡単な役割を決めた攻撃」

の学習ができるようにする。 



・背の高い児童が手を伸ばした時の高さを基に，皆がゴール

をねらうことができる高さに設定する（１８０㎝）。 

・リングにはフラフープを使用する（直径約６３㎝）。 

・スズランテープを使って鈴を付けることで，ゴールが決ま 

ったかどうかをわかりやすくする。 

・倒れないように、コーン用のおもりを置く。 

 

 

（小）：コートの近くへ 

持って行く。 

・作戦ボード(コート図を描い 

たホワイトボード)  

・マグネット 

 

 

 

 

 

・ポケットファイル 

(規則，作戦カード，出場選

手確認表など) 

 

 

 

 

 

 

 

１３ｍ 

《教具》 

・ボール 

  

 

・ゴール 

 

・カゴの中身 

 

 

 

（コート） 
 

 

 

 

ＭＩＫＡＳＡ 教育用ドッジボール【２号球】 

・両手でシュートしやすい大きさのものにする。 

・操作しやすいように，空気を少し抜いておく。 

 

（大）：学習板の近くに 

置いておく。 

・個人の学習カード 

・水筒 

・筆記用具 

カゴと得点板 

コートから３ｍ程度離して置く。 

ゴールのある円 

直径３ｍ 

１３ｍ 

ゴール裏を含めた３６０度どこから

でもシュートができるようにする。 

４ｍ 

教具の作り方や材料の値段などについては，本校までお問い合わせください。 

https://www.google.co.jp/aclk?sa=l&ai=DChcSEwjI5rbwxM3bAhWXCysKHex6Ay8YABAmGgJzZg&sig=AOD64_2wuG0k03uMyvg9uVqoEOfJ257SvA&ctype=5&rct=j&q=&ved=0ahUKEwj95bHwxM3bAhUBrZQKHVnoAlYQwjwIngE&adurl=
https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwiMz6Ow9_jfAhVBTLwKHdYjCVsQjRx6BAgBEAU&url=https://shopping.yahoo.co.jp/search/%E3%82%AB%E3%83%A9%E3%83%BC%E3%82%B3%E3%83%BC%E3%83%B3%2B%E3%81%8A%E3%82%82%E3%82%8A/2508/&psig=AOvVaw0JsdpHir3u8WfbwyvBcmS-&ust=1547955902959895


 

指導計画 ゲーム「セストボール」（９時間） 

時 間 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 

 
知識の獲得・基礎技能の向上  空いている場所を活用した攻め方を知る 

簡単な役割を決めた攻め方の 

選択・実践 

 
0 

オ リ エ ン
テ ー シ ョ
ン 
・単元を通
し た 学
習 の ね
らい 

・ゲームの
行 い 方
の説明 

・学習のル
ール 

・用具の扱
い に つ
いて 

・試しのゲ
ーム 

・課題をつ

かむ 

(チームの

課題) 

 

・あいさつ  ・用具の準備  ・ウォーミングアップ 

7 

・健康観察  ・課題確認  ・攻め方の確認（ゲームで試す攻め方を選ぶ）※７時間目以降 

10 
ゲーム① 

第１次リーグ戦 

ゲーム① 

第２次リーグ戦 

 

17 
＜課題解決学習＞ 
児童の困り感に応じて，教師が動き方のポイントを押さえて指導する 

 
＜予想される課題＞ 
 
 
 
＜予想される練習方法＞ 
 

 

＜課題解決学習＞ 
チームの課題にあった解決方法を選択で

きるようにする 
 
＜予想される課題＞ 
 
 
 
＜予想される練習方法＞ 

30 
ゲーム② 

第１次リーグ戦 

ゲーム② 

第２次リーグ戦 
37 

45 
・反省（学習カード記述 3 分間）※はじめ，なか，おわりは 5 分間 ・まとめ ・クールダウン ・片付け ・あいさつ 

 

 

※態度につ

いては，国立

政策研究所

の評価規準

を用いる。 

パスの受け方 
攻め方を知る 簡単な作戦を立てる 

パスランシュート  ２対１ 

パスの出し方 

スリーサークルゲーム  フォーサークルゲーム 
ハーフコートゲーム（チーム練習・ペアチーム練習） 



 

体育の学力（評価規準） 

 体 育 の 学 力 

技能 

On 

the 

ball 

skill 

①ゴールに体を向けることができる。 

②フリーの味方にパスを出すことができる。 

Off 

the 

ball 

movement 

③向かってくるボールの正面に移動することがで

きる。 

④ボール保持者と自分の間に守備者がいないよう

に移動することができる。 

態度 

①ゲームに進んで取り組もうとしている。 

②規則を守り，友達と励まし合って練習やゲームをしたり，ゲ

ームの勝敗を受け入れたりしようとしている。 

③用具の準備や片付けを友達と一緒にしようとしている。 

④ゲームを行う場や用具の安全を確かめようとしている。 

知識， 

思考・判断 

①プレー上の制限，得点の仕方，ゲームや練習をする時の規則

などを選んでいる。 

②ゲームの型の特徴に合った攻め方を知り，簡単な作戦を立て

ている。 

 

課題解決のために必要と予想される練習方法 

別付 DVD に映像有 

① 
パスラン 

シュート 

２人で行う。１人はゴール方向にいる味方にパスをし

て，ゴール近くへ走る。パスを受けたもう１人は，ゴー

ル近くへ走る味方にパスをし，ゴールを挟んでその人と

反対側へ走る。パスを受けた１人は，すぐにゴールに体

を向けてシュートをする。パスアンドランの動きや，シ

ュート場面で必要となる山なりにボールを投げる技能を

身に付けることを目的とする。 

 

 

 

 

 

 

※人やボールの動きは，一例。 

① 

② 
③ 

⑤ 

④ 



 

② ２対１ 

 攻め２人，守り１人で行う。味方がフリーになった瞬

間にパスをしたり，ゴール近くの空いている場所に動い

てパスを受けシュートをしたりする技能を身に付けるこ

とを目的とする。 

 

 

 

 

 

※人やボールの動きは，一例。 

③ 
スリーサーク

ルゲーム 

 ３対２で行う。フラフープを３つ置き，そのフラフー

プに入ってボールをもらうと得点になる。スペースへと

動き出したり，フリーになっている味方を見付けてパス

を出したりする技能を身に付けることを目的とする。 

 

 

 

 

 

 

※人やボールの動きは，一例。 

④ 
ハーフコート  

ゲーム 

 ３対２で行う。ハーフコートで，チームの攻め方やそ

のときの役割行動（一人一人の動き方）を確認したり，

得点をするための動きを身に付けたりすることを目的と

する。  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 
② 

③  

① 

② 

・フラフープとフラフープの間を

約９ｍにして，三角形を作る。 



 

展開１（１時間目 オリエンテーション） 

 

・単元を通したねらいを伝え，学習のめあてをもつことができるようにする。 

・用具の扱い方や場のつくり方について指導する。 

・セストボールにおける規則や授業での約束について指導する。 

 例：ボールを蹴らない。ボールの上に乗らない（座らない）。 

   ボールは必ず袋やカゴに片付ける。  など 

・試しのゲームを通して，チームの課題を見付けることができるようにする。 

・「これならできそうだ！」「自分たちもやってみたい！」という意欲をもつ

ことができるようにする。 

 
時配 過 程 ・学習内容と活動    ○指導と支援 

２０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あいさつ 

 

 

 

健康観察 

オリエンテーショ

ン 

 

課題確認 

 

 

 

 

 

 

試しのゲームにつ

いての説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

○大きな声で元気のよい挨拶で学習が始められるようにする。 

○集合場所，並び方，服装，持ち物の置き場所について確認する。 

（ビブスはズボンにしまう。赤白帽子は後ろ向きにする。ミサンガやピン

を外す。） 

○健康観察を行う。 

○セストボールの学習のねらいや進め方について伝える。 

・単元を通して，自分がどのようなことを頑張りたいのか，どのような姿に 

なりたいのかを考え，発表する。 

 

 

・本時の課題を知り，ゲームを通して，個人の課題に加えて，チームとして

どのような課題があるのかを見付ける。 

○課題は，声や協力などの態度面ではなく，パスやシュートといったボール

操作やボールを持たない時の動きなど，技能面に関することを見付けるよ

うに伝える。 

○３コート同時に，各コートで兄弟チームと行うことを伝える。 

○ルールをについて，以下の内容を確認する（初めは簡単に）。 

・３対３。   

・６分（３セット制，２分ごとに選手交代）。 

・ゴールのある円には，誰も入ってはいけない。   

・攻撃は，パスとシュートのみで進める。 

・ボールを持っている時，移動してはいけない。   

・シュートが入ったら１点とする。 

・相手との接触プレーは，禁止とする。 

・ボールを持っている人からボールを奪ってはいけない（パスカット 

試しのゲームをして，チームの課題を見つけよう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

 

学習の場，用具の

準備をする。 

 

 

ウォーミングアッ

プ 

 

 

 

 

健康観察 

チームでの確認 

 

試しのゲーム① 

 

 

 

全体での確認 

 

試しのゲーム② 

 

反省 

まとめ 

 

 

 

 

クールダウン 

 

片付け 

あいさつ 

は可）。 

・ボールが外に出たら，サイドラインから再スタートする。 

・シュートを入れられたら，センターラインから再スタートする 

（シュートがリングに当てられた時は，プレーを中断しない）。 

○学習板のマグネットや掲示物を使いながら，視覚的に理解できるよう 

にする。 

○運び方や運ぶ場所について確認する。 

 （ゴールは２人か３人で，他のものは１人で運ぶ。カゴや得点板は， 

コートから３ｍ程度離して置く。） 

○チームで分担し，協力して素早く準備するよう伝える。 

○必要な部位をほぐすとともに心肺機能を高められるよう，担任が主導で準 

備運動とボール慣れの運動を行う。 

・二人組になって対面パスをする。１時間目では自由な方法・距離でパスを

行う。 

○声を出しながら練習を行うように伝える。 

 

○健康観察をする。（必要に応じて水分補給をする時間を設ける。） 

・試合に出るメンバーを確認するよう伝える（単元を通しての出場回数に偏

りが出ないように配慮する）。 

・センターラインに全員整列して並ぶ。 

・笛の合図で挨拶をする。 

・コート内で円陣を組んで気合を入れる。 

・ゲーム終了の笛でセンターラインに整列して礼を言う。 

○必要に応じて水分補給をする時間を設ける。 

○試しのゲーム①を終えて，ルール等で困ったことを確認する。 

・試しのゲーム①と同様に行う。 

 

○円になって話し合う，友達の意見をしっかり聞いてから書くなど，チーム

での反省の仕方や学習カードの書き方について確認する。 

・チームごとに集まり話し合いながら，チームや個人の課題について学習カ

ードに記述する。 

○児童が発言を行う際，他の児童の意見を受けて発言できるように配慮す

る。 

○教師主導で整理運動を行い，使った部位をほぐすことができるようにす

る。 

・チームで分担し，協力して素早く片付けをするよう伝える。 

○毎時間，元気よく挨拶をして終えることができるよう伝える。 

 

朝礼台コート 



 

展開２（２～６時間目） 

時配 過 程 ・学習内容と活動    ○指導と支援 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

３０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あいさつ 

準備 

ウォーミングア

ップ 

 

 

 

健康観察 

 

課題確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・服装を整えて整列をして，元気よくあいさつをする。 

・チームで分担して，素早く場や用具の準備をする。 

○必要な部位をほぐすとともに心肺機能を高めることができるよう，教

師主導で準備運動とボール慣れの運動（２人組での対面パス）を行う。 

○対面パスでは，声をかけ合いながら相手の取りやすいパスをするよう

伝える。また，試合を意識して，パスの距離や方法を工夫するように

も伝える。 

○健康観察をする。必要に応じて水分補給をする時間を設ける。 

 

・学習カードに記述した前時の課題とそれに対する教師のコメントを読 

み，本時の課題に対して見通しをもってから活動に入るようにする。 

○本時の課題を確認する（本時の課題は，前時までの児童の困り感やゲ

ームの様相を基に設定する）。 

＜２時間目＞ 

 

 

＜３時間目＞ 

 

 

＜４時間目＞ 

 

 

＜５時間目＞ 

 

 

＜６時間目＞ 

 

 

○前時のゲームの様相を基にした知識テスト（３択問題）を提示する。 

○追加する規則がある場合は，確認をする（児童の学習カードの記述や

ゲームの様相等を基に教師が提案・設定）。 

・シュートが入る，もしくは，ゴールのリング（フラフープ）に当た 

ったら，帽子を赤にする。 

・チームの全員の帽子を赤にすることができたら，ボーナス５点とす 

る。 

・ボールを持っている人から１m程度離れて守備をする。 

・シュートを決めたら，控えの味方にハイタッチをして得点板の得点 

パスをつないでこうげきしよう。 

空いている場所へ動いてこうげきしよう。 

パスのきょりや方法を工夫してこうげきしよう。 

フリーの味方にパスをしてこうげきしよう。 

フリーの味方にすばやくパスをつないでこうげきしよう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

ゲーム① 

 

 

課題解決学習 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゲーム② 

 

 

反省 

まとめ 

 

 

クールダウン 

 

片付け 

あいさつ 

をめくってからゲームに入る。 

○良いプレーがあったときには，全員に聞こえるように大きな声で褒めて，

何が良かったのかを具体的に知らせることで，全体に共有する。 

○素早く行動してたくさん動けるよう声をかけて回る。 

○必要に応じて水分補給の時間を設ける。 

・本時の課題に対してどうだったかを，チームや全体で話し合う。 

○話し合いが停滞しているチームに対しては, 課題を確認させるために 

教師が主導でうまくいったことと, うまくいかなかったことを確認し

合うよう伝える。 

○チームの困り感に応じて教師が練習方法を紹介する。 

 （「パスランシュート」「２対１」「スリーサークルゲーム」「フォーサ

ークルゲーム」） 

・チーム練習かペアチーム練習かを選択して行う。 

○ゲームを楽しむと同時に, 勝敗だけにこだわらず, 練習したことをゲ

ームで活かすことができたかを考えながらプレーするように伝える。 

 

・チームごとに集まり話し合いながら，チームや個人の課題について学

習カードに記述する。 

○児童が発言を行う際，他の児童の意見を受けて発言できるように配慮

する。 

○教師主導で整理運動を行い，使った部位をほぐすことができるように

する。 

・チームで分担し，協力して素早く片付けをする。 

○元気よく挨拶をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

展開３（７～９時間目） 
時配 過 程 ・学習内容と活動    ○指導と支援  

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あいさつ 

準備 

ウォーミングア

ップ 

 

 

健康観察 

 

 

 

課題確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゲーム① 

 

 

課題解決学習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・服装を整えて整列をして，元気よくあいさつをする。 

・チームで分担して，素早く場や用具の準備をする。 

・必要な部位をほぐすとともに心肺機能を高められるよう，教師主導で

準備運動とボール慣れの運動（２人組での対面パス）を行う。 

・対面パスでは，声をかけ合いながら相手の取りやすいパスをする。試

合を意識して，パスの距離や方法を工夫する。 

○健康観察をする。必要に応じて水分補給の時間を設ける。 

・学習カードに記述した前時の課題とそれに対する教師のコメントを読 

み，本時の課題に対して見通しをもってから活動に入るようにする。 

 

○本時の課題を確認する（本時の課題は，前時までの児童の困り感やゲ 

ームの様相を基に設定する）。 

＜７時間目＞ 

 

 

＜８時間目＞ 

 

 

＜９時間目＞ 

 

 

○前時のゲームの様相を基にした知識テスト（３択問題）を提示する。 

○良いプレーがあったときには，全員に聞こえるように大きな声で褒めて，

何が良かったのかを具体的に知らせることで，全体に共有する。 

○素早く行動してたくさん動けるよう声をかけて回る。 

○必要に応じて水分補給の時間を設ける。 

・本時の課題に対してどうだったかを，チームや全体で話し合う。 

・話し合いが停滞しているチームに対しては, 課題を確認させるために 

教師が主導でうまくいったことと, うまくいかなかったことを確認し

合うよう伝える。 

・チーム練習かペアチーム練習を選択し，「ハーフコートゲーム」を行う。 

○役割や動き方を確認しながら練習を行うように伝える。動き方のわか 

らない児童に声をかけ指導する。 

【予想される攻め方】 

      人の動き 

      ボールの動き 

「ジグザグ攻撃」 

チームに合ったせめ方を見つけよう。 

役割を決めてこうげきしよう。 

かんたんな作戦を使って，こうげきしよう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゲーム② 

 

 

反省 

まとめ 

 

 

 

 

 

 

クールダウン 

 

片付け 

あいさつ 

 

 

 

 

 

 

 

※２人がパスアンドランの動きでボールを繋いでいくため，もう１人は， 

ゴール裏付近で待機し，シュートのカバーを行う。 

「くの字・逆くの字攻撃」 

 

 

 

 

 

 

 

※この場合は，「逆くの字攻撃」。パスを受ける人は，敵と重ならないよ 

うに横方向へ動くようにする。 

○ゲームを楽しむと同時に, 勝敗だけにこだわらず, 練習したことをゲ

ームで活かすことができたかを考えながらプレーするように伝える。 

 

・チームごとに集まり話し合いながら，チームや個人の課題について学

習カードに記述する。 

○児童が発言を行う際，他の児童の意見を受けて発言できるように配慮

する。 

○９時間目の授業では，セストボールの学習を通してできるようになっ

たことやこれからの学習に生かしていきたいことなどを全体で発表し

合う時間を設ける。 

 

○教師主導で整理運動を行い，使った部位をほぐすことができるように

する。 

・チームで分担し，協力して素早く片付けをする。 

○元気よく挨拶をする。 

※学習カードは、ホームページに載っています。 

① 

④ 
③ 

② 

① 

② 
③ 


